
授業構想から評価までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

■学習状況を大くくりなまとまりで評価する流れ（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

  

４ １～３の積み重ね 

 

 

５ 大くくりなまとまりでの評価 

・通信票への記述  

・指導要録への記述 

通信票は，受け取った児童生徒や保護者に学習状況や成長の様子が伝

わるように記述する。 

指導要録は，大くくりなまとまりを踏まえた評価を記述する。 

１ 授業の構想 

 

 

 

 

 
２ 授業 

通信票などで，児童生徒や保護者に学習状況や成長の様子を的確に伝えるためには，毎回の授
業の見取りの記録が大切だと気付きました。 

毎時間，授業後には，ワークシート等へのコメントや声掛けで，児童生徒を認め励ましていま

す。また，指導の改善を意識して授業の振り返りを行っています。 

授業のねらいを基に，児童生徒の道徳科における学習状況を見取る。

児童生徒へ認め励ます声掛けを行う。 

内容項目の理解，児童生徒の実態把握，教材の活用から，明確な意

図を持って授業を構想する。考えさせたい道徳的価値について，児

童生徒の学習状況を整理しておく。 

・学習状況の記録を蓄積する。 

・児童生徒の良さを見付けて認め励ます。 

・授業の改善点を次の指導に生かす。 

 

 
評価をするまでの流れがよく分かりません。授業で見取った学習状

況を大くくりなまとまりで評価するとはどのようなことですか。 

 

評価までの流れのイメージが持てるように，学習状況を大くくりなまとま

りで評価する流れを紹介します。 

※大くくり…年間を学期で区切る等大まかな時間的なくくり。 

 

指 導 と

評価の 

一体化 

３ 指導の改善 

 
・発問や展開が児童生徒の考えや発

言を引き出すものになっていた

か，児童生徒が道徳的価値の理解

を基に考えを深めていたか，振り

返り，指導の改善を行う。 

３ 学習状況の記録と， 

 児童生徒へのフィードバック 

 
・児童生徒の発言やつぶやき，表情

等を記録する。 

・ワークシート等へのコメントや声

掛けで児童生徒を認め励ます。 


